	創立記念特別講演報告書　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：福士一・上平ユリ子

	講義内容：「精神科医療を取り巻く現状」

講　師：弘前学院大学　看護学部　　東中須　恵子先生

	日　時：平成18年　11月　3日（金）　　11:00～12:00

	場　所：メンタルケア病棟　4Ｆ　千葉記念講堂

	１．研修内容

◎激しい現場医療の中で生き残れるか？

　医療業務とは、サービス業である。厚生労働省が進めている「医療サービス業」の観点から患者満足と訳される。患者満足は医療者一人ひとりが業務、応対サービスの質のアップを図ことから生まれることであり、サービスを評価するのはサービスの受けてである。

　サービス業とは形のない商品の提供より、対価(お金)を得る職種であり、業務サービス、応対サービスの2つのサービスがある。業務サービスは専門知識や専門技術の提供と言う日々の活動であり、応対サービスは、業務サービスの提供の仕方や患者様への接遇を指すことを言う。また、医療機能評価は病院のレベルや順位を決めるものではなく、質を評価するものである。


◎精神科の医療現場は今？

　利用者　　　　　自殺対策基本法が成立(2006年)。年間3万人を超える.自殺者を、10年間で約5000人減らし、2015年度までに2万5000人前後に下げる目標を盛り込んだ自殺対策基本法が成立した。そして増加する自殺の予防のため総合対策をきめた。現在、援助する対象者の疾病構造が変化していて.神経症レベルの患者が増加している。（摂食傷害、ストレス）
　　　　　　　　　　　　　

地域のニーズ　　病院の機能分化をし、サービスの具体案を提示することを要求している。急性期医療、回復期医療、社会復帰医療、合併症医療、認知症医療,依存症医療、思春期医療の専門化した精神科医療をすることにより,地域生活支援に役立ち,社会的評価を高めることが期待されている。


治療環境　　　　地域医療、病院医療どちらも充実させる。地域医療を充実させるなら入院医療も充実させ、長期入院患者の退院へつなげることを期待している。


法的制度　　　　個人情報保護法の成立（2005年4月）。　　　　　　　　　　　　　　

障害者自立支援法の成立（2006年4月）により知的障害、精神障害の一元化、通院医療費公的負担制度廃止、自己負担。　　　　　　　　　　　　

診療報酬改正　(2006年7月)約一兆円の医療費抑制効果を期待。
　　　　

職員　　　　　　働くという事は達成する。達成する目的があるということであり私、仲間、職場が支え合い一人ひとりの力をだしチーム医療を実践していく。職場の一員という誇り、報酬をいただいて返す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


◎　理想とする職場環境
　・自己の目的を持てる環境は、職員が定着する。

・現場スタッフ一人一人が経営者の理念、方針が理解できており、その中で働く人の倫理観が確立できていく事。

　・専門性が明確であり、チームの中で生かす「醫」奉仕、癒し、技術を極めようとする。

　・自己の仕事について話すことが出来る。スタッフ一人一人がプライドが持てる。

　　精神科では働きたくないのは、道具が見えないから（道具で私たちは何をするか決めている）であり、サービスの方法が分からないからである。より良いサービスを提供する為には専門知識や専門技術の提供をし、業務サービスの提供の仕方や患者様への接遇をすることである。精神医療の現場は、心の病む人（普通に生活することができなくなった人）の生活を支えるのが、我々の役割である。その為に
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の理念を持ち専門性を高め仕事に誇りを持ち精神医療の現場で働いていこう。

２．アンケート集計

対象者：236名

出席者：114名

業　務： 84名（夜勤明け・準夜入りなど含む）

欠席者： 31名（産休・有休・病欠など含む）

職員参加率　 　　　82％（業務者除く

アンケート回収率　100％
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３．アンケート内容
①役立つと感じた事

②質問事項

③今後のテーマ希望

④感想

①役立つと感じた事（主な内容）

・援助する対象者の疾病構造が変化しているという事は、毎日の仕事の中で「何か変化している」と漠然とした認識でした。言葉にして聞いてはっきりいたしました。自分の勉強方法を変えていき、今後の看護場面に対応出来るようにしたい。

・自分の専門性を今よりも充実させ他職種とも連携をもつ事が更なるサービス提供になる。

・自分の仕事道具（医療材料）は話す、聞く、書くという事

・業務サービス、日々の活動、応対サービス（接遇）、提供の仕方などがあり、自分が何をする係りなのか（生活を支える役割）を学んだ。

・全ての専門職に共通して接遇が大きく関わっていて、とても重要である事がわかった。

・業務サービス⇔応対サービスの意味がわかりました。生活を支える役割があるからなど

・これからの精神科病院の患者様の構造、病院に望まれるもの。

・専門性を発揮してサービスを提供しているか（業務サービス）。患者満足は、医療者一人一人が業務、応対サービスの質のアップを図る事から生まれるということ。

・精神科の現状を聞くことにより、今後自分が行っていくべき取り組みを再確認しました。

・患者様に選ばれる病院になるには、技術だけではなく、応対サービスが重要である事を再確認できた。

・専門職である事を自覚し、利用者にサービスを還元しなければならない事。誇り、倫理を大切にする事。働く事の基本を学びました。

・精神病院の現状や職業倫理について再認識し、とてもよい機会になった。

・法改正により難しい現状ではあるが、さらに精神疾患の病名など、時代の流れがあり、それを感じ、柔軟に対応していく姿勢が必要と感じた。

②質問事項

・「施設」のサービスの質⇒どのように評価され分けられるのか？社会復帰訓練施設でも明確にし、他施設と比較したい。

・精神科の医療現場は変わっているが、具体的に病院として、個人としてどうして行けば良いのか？

③今後のテーマ希望

・地域のニーズ、再度サービス業について

・診療報酬改正について

④感想

・専門性の確立と連携について話して頂くが、現在はその「連携」の効率が悪い。利用者の「何に」「どこで、誰が」「どのように関わるのか」。そのニーズは何の為にあるか、確認、実施しなければならない。

・神経症程度の患者様が増えてきているのは、やはり世の中の情況が関係していると思った。チーム医療が求められているので、業務の目的、内容、方法を考え仕事にあたらなければならないと感じた。プライドを持って仕事にあたりたいと思う。

・チーム医療の大切さ、仲間に支えられている事をよく考え、現場、職場の環境をもっとよくしていけるようにしたいと感じた。

・自分が今している仕事は、何だろう？患者様のケアなのかと、考える事がある。今日の講演を受け話す、書く、聞くという自分の仕事道具が見つかった。コミュニケーションをとること、自分の仕方だと気づかされました。

・今までの自分は仕事に自信、誇りがなかったが、講演後の自分は目的、目標がみつかったと思う。

・病院が選ばれる時代がきている

・ＰＳ（Patient/Satistaction）の考え方⇔患者満足。サービス評価→業務サービス→応対サービス、これらを発揮出来なければ意味もなくなる。患者満足→医療側がきちんと患者様に対し、間違えた対応をしていると間違いが起こってくると感じた。

・自分の専門性を自覚し、業務、応対サービスをしていきたいと思います。

・実践的で具体的でわかりやすかった。共感する部分が多く参考になりました。

・この病院で働いているという事を大きな声で言えるようになる為に良い職場環境、専門性を高めていけるようにしたい。

・講演を受け、今の自分の患者様に対する援助について見直す事が出来たと思う。情報提供をしっかり行う事、知識・技術を高める事、関心を持ち適応する事。

・専門職としての知識、姿勢を持って仕事に取り組まなければならない。私達にはその責任があるという事を改めて感じた。

・この青仁会において、自分の役割を、どのような考え方で仕事をしていけば良いのか？という事。

・日々、自分の専門職として、業務目的、内容、方法を話す事、聞く事、書く事。次の人に伝える事が出来ているのかどうか…もっと自分の専門性を発揮してサービスしていけるようチーム医療の一人として頑張っていきたい。

・自分が医療チームの一員である中で、今どれ程専門性が発揮できているか、何を目的としているか…等を考え直す良い機会となりました。

・耳が痛いと思いました。今回の内容を聞き、自身の日々の業務を振り返り実感する事ができました。先生の講義をまた受けたいと思った。

・専門性というものを突きつけられ、改めて、自分の仕事に対する責任感の大きさを思い知らされた。福祉の分野についても取り上げてもらいたかった。

・一つ一つ丁寧な説明が大変わかりやすく、今後もまた、講演が聞きたいと思いました。

・先生の明快な口調や個性あふれる講演にエネルギーを受け、とても自分自身に影響を受けました。

・講演中の一つ一つの言葉がとても印象的で心に残りました。

・外から見た「青仁会の印象」が聞けてとてもよかった。
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